
必
ず
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の

関
係
で
例
年
以
上
に
早
め

の
対
応
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
用
意
す
る
も
の
は

先
月
郵
送
し
た
「
自
主
計

算
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
主
・
自
力
申
告
】

自
主
申
告
こ
そ
納
税
者

の
基
本
的
な
権
利
で
す
。

組
合
の
申
告
学
習
会
は
こ

の
権
利
に
基
づ
い
て
行
い

ま
す
。

【
平
日
夜
間
も
】

土
曜
日
、
日
曜
日
は
希

望
者
が
集
中
し
ま
す
。
平

日
の
来
所
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。
夕
方
５
時
以
降
で

も
可
能
で
す
。

【
家
族
の
収
入
】

奥
さ
ん
の
収
入
は
下

一
桁
ま
で
正
確
に
調
べ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
同

居
の
子
ど
も
（
バ
イ
ト

等
）
の
収
入
や
国
民
健

康
保
険
税
納
入
金
額
も
。

【
控
除
証
明
書
】

国
民
年
金
、
生
命
保

険
や
地
震
保
険
な
ど
の

控
除
証
明
書
は
申
告
書
に

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
紛
失
し
た
人
は
再

発
行
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
税
務
署
か
ら
の
「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
】

税
務
署
か
ら
小
さ
な

封
筒
か
ハ
ガ
キ
で
送
ら

れ
て
く
る
「
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ
」
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
書
】

申
告
書
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
場
合
は
そ
の
申

告
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
昨
年
の
申
告
書

の
控
え
が
あ
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
は
明
細
を
】

医
療
費
控
除
を
受
け

る
に
は
、
領
収
書
で
は

な
く
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
細
に
は
家
族(

氏
名
ご

と)

に
「
病
院
・
薬
局
」

「
支
払
額
」
「
補
填
額
」

な
ど
を
記
入
し
ま
す
。

生
活
費
を
負
担
し
て

い
る
親
族
の
も
の
で
あ

れ
ば
一
緒
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
対
象
で
す
。

介
護
費
用
、
市
販
薬
も

対
象
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

領
収
書
は
５
年
間
の

保
存
義
務
が
あ
り
ま
す

【
年
金
受
給
者
の
人
は
】

年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
今
月
送
ら
れ
て
く
る

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
天
引
き
さ
れ
て
い

る
社
会
保
険
料
や
税
金
も

確
認
し
ま
す
。

◎
組
合
費
前
納
割
引

●
減
額
内
容

◎
一
年
分
前
納
者
は
組
合

費
一
か
月
分
を
減
額

◎
半
年
分
前
納
者
は
組
合

費
二
千
円
を
減
額

●
減
額
対
象

２
０
２
４
年
３
月
末
ま

で
に
納
め
る
２
０
２
４
年

１
月
分
以
降
の
組
合
費
。

(

組
合
費
月
額
四
千
円
の

組
合
員
の
み)

２０２４年１月２５日 Ｎｏ２６７

◎
税
務
署
は
申
告
書(

大
き
な
封
筒)

は
郵
送
し
ま
せ
ん
。
申
告
書
は
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
申
告
し
た
人
に
は
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」(

小
さ
な
封
筒
か
ハ
ガ
キ)

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
相
談
時
に
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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確
定
申
告
期
間
に
合
わ

せ
て
組
合
員
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。
新
し
く
組
合

に
加
入
す
る
人
、

あ
る
い
は
加
入

を
検
討
し
て
い

る
方
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

対
象
者
の
自

宅
、
職
場
を
訪

問
し
て
詳
し
い

説
明
を
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

自
動
車
保
険
、

生
命
保
険
の
取

り
組
み
も
強
め

い
て
ま
す
。
現

在
加
入
し
て
い

る
証
券
を
持
参

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
見
積

も
り
を
作
成
し
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

『
労
災
保
険
加
入
の

取
り
組
み
』

労
災
保
険(

一
人
親
方)

は
四
月
か
ら
新
年
度
で
す
。

年
々
労
災
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
多
く
の
組
合

員
が
労
災
保
険
に
加
入
す

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

『
二
月
〜
三
月
は
新

規
、
継
続
加
入
月
間

で
す
』

今
月
の
機
関
紙
に
同
封

し
て
い
る
労
災
保
険
の
チ

ラ
シ
を
ご
一
読
い
た
だ
き

組
合
事
務
所
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

税務署が親切に組合員宅に送ってきた文書を転載しました。

【確認ポイント】

1 相殺前の金額を収入金額に計上していませんか

２ 収入金額の計上もれはありませんか。

３ 掛け売りの売上を計上していますか。

４ 個人的な費用を必要経費として計上していませんか。

燃料代や交通費等、各種経費が売上金額から相殺され

ている場合、相殺後の金額を収入金額としている方が

多くみられました。この場合、相殺前の金額を収入金

額とし、相殺されている金額については各経費項目に

計上する必要があります。

以下のような場合、計上もれとなることがありました。

・単発取引 ・現金決済での取引

・ご家族名義での取引 ・メインバンク以外の口座

への振り込み

請求書、通帳及び領収書の控え等をご確認ください。

掛け売りの売上が計上もれとなっている方が多くみら

れました。

【例】令和4年12月20日請求→令和5年1月20日入金とな

るものは、令和4年分の売上となります。

個人的な費用は、必要経費として計上できません。

【例】・家族での飲食代、旅行代

・自宅兼事業所の自宅分の家賃、固定資産税

・自家用車のガソリン代、自動車税、駐車場代など



対
象
は
昨
年
１
０
月
以

前
か
ら
市
内
に
事
業
所

(

住
所)

が
あ
る
中
小(

個

人)

の
自
動
車
運
送
事
業

者
か
土
砂
等
運
搬
事
業
者
。

ダ
ン
プ
で
も
土
砂
禁
等
背

番
号
の
な
い
車
両
は
対
象

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

補
助
額
は
１
事
業
者
上

限
５
０
万
円
で
、
準
中
型

自
動
車
以
上
の
貨
物
自
動

車
、
貸
し
切
り
バ
ス
、
土

砂
な
ど
を
運
搬
す
る
大
型

ダ
ン
プ
は
５
万
円
、
タ
ク

シ
ー
は
２
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
軽

貨
物
は
対
象
外
で
す
。

ま
た
市
税
完
納
が
条
件
で

す
。
申
請
期
間
は
１
月
下

旬
か
ら
３
月
１
５
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
事
業
費
が

７
７
０
０
万
円
の
た
め
予

算
に
達
し
次
第
早
期
終
了

も
あ
り
得
ま
す
。

組
合
で
は
、
希
望
す
る

市
内
在
住
者
の
早
期
申
請

を
支
援
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
合

ま
で
。

昨
年
６
月
、
ヤ
マ
ト
運

輸
は
業
務
の
一
部
を
日
本

郵
便
に
移
管
す
る
こ
と
を

発
表
し
、
関
係
す
る
パ
ー

ト
・
配
達
員
約
３
万
人
と

の
契
約
を
今
年
１
月
３
１

日
で
解
除
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

組
合
で
は
茨
城
の
集
配

セ
ン
タ
ー
で
働
く
パ
ー
ト

社
員
の
組
合
結
成
を
支
援

し
、
組
合
員
ら
は
配
置
転

換
な
ど
で
２
月
以
降
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
に
は

多
く
の
パ
ー
ト
社
員
が
退

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
委
託
契
約
で

働
く
配
達
員(

ク
ロ
ネ
コ

メ
イ
ト)

と
は
団
体
交
渉

す
ら
拒
否
し
て
い
ま
す
。

１
月
９
日
、
都
内
の
ヤ

マ
ト
運
輸
本
社
前
で
支
援

者
な
ど
約
百
人
が
結
集
し
、

宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

山
内
委
員
長
は
「
ヤ
マ

ト
運
輸
は
６
０
０
０
億
円

以
上
の
利
益
を
貯
め
こ
ん

で
お
り
、
こ
の
よ
う
な
大

量
リ
ス
ト
ラ
を
す
る
必
要

は
ま
っ
た
く
な
い
。
希
望

者
全
員
の
雇
用
を
確
保
し

ろ
」
と
大
企
業
の
横
暴
に

抗
議
し
ま
し
た
。

◎無料でのコロナワクチン接種は今年3月末までです。 ２０２４年１月２５日 Ｎｏ２６７◎
能
登
半
島
地
震
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
北
陸
電
力
の
志
賀
原
発
。
稼
働
中
だ
っ
た
ら
大
惨
事
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
伊
方
原
発(

愛
媛
県)

は
即
刻
停
止
す
べ
き
で
す
。

◎能登半島地震によってあらためて災害の怖さを実感した人も少なくないと思います。同封した全労済の「自然災害共済」ご検討ください。

燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く

の
組
合
員
に
と
っ
て
最
大
の
経
費
項
目
で
あ
る
燃
料

代
の
負
担
軽
減
は
切
実
な
要
求
で
す
。

組
合
で
は
昨
年
、
栃
木
市
に
対
し
て
市
内
ダ
ン
プ

関
係
者
の
窮
状
を
訴
え
補
助
金
を
要
請
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
型
ダ
ン
プ
１
台
５
万
円
の
補
助
を

実
施
す
る
と
文
書
回
答
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た(

左)

。

栃木市に要請書を提出する石井

書記長(左)。

昨年は佐野市で補助金に取り組

み、組合員１０７人に対して合

計５６５万円の支給を実現。

１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
被
害
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

死
者
２
３
２
人(

１
月

２
０
日
現
在)

、
行
方
不

明
者
も
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。

建
交
労
関
係
者
は
、
珠

洲
市
、
能
登
町
、
七
尾
市

に
北
陸
ダ
ン
プ
支
部
、
北

信
越
労
職
支
部
石
川
分
会

の
組
合
員
４
２
人
が
居
住
、

家
屋
の
全
壊
、
半
壊
等
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
川
分
会
の
組
合

員
が
１
名
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

組
合
事
務
所
で
は
現
在

支
援
カ
ン
パ
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
カ
ン
パ
金
は

建
交
労
中
央
本
部
を
通
し

て
被
災
組
合
員
に
送
ら
れ

ま
す
。

復
興
に
は
長
期
の
支
援

が
必
要
で
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「2024年問題」の新春早々多くの支援者に参加していただきました。


